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1-1．庁内における横断的連絡体制
事例4. 東京都豊島区
●熱中症データの分析結果等をふまえ、区民や来館者に対して地域別の特性等を周知→区民への意識啓発
●各課(各施設)の事業において熱中症データの利活用等を図る→全庁的に熱中症予防を推進
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高齢者福祉課

防災危機管理課
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高齢者施設
(介護予防センター、フレイル対策センター等)
＜開催頻度:不定期＞

区民ひろば所長会･事務局長会
(NPO法人)
＜開催頻度:毎月＞
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＜開催頻度:3か月に1回＞
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※令和3年度モデル事業


